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神
海
魚
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信
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分

祭

節

分

祭

～
安
全
操
業
と
大
漁
祈
願
～

一
月
二
九
日
よ
り
操
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。

時

分
船
橋
か
ら
の
「
レ

05

30

コ
ー
」
の
合
図
に
よ
り
、
投
縄
作
業

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
実
習
生
は
枝
縄

出
し
、
浮
縄
出
し
、
玉
出
し
な
ど
の

作
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
海
洋

観
測
→
昼
食
→
船
内
掃
除
・
冷
凍
作

業
→
流
し
当
直
→
揚
縄
作
業
①
→
夕

食
→
揚
縄
作
業
②
→
夜
食
→
揚
縄
作

業
③
→
終
了
が
午
前
午
前
１
時

分
30

頃
と
な
り
ま
す
。
専
攻
科
生
（
３
～

４
名
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
で
本

科
生
に
教
え
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
作
業
の
空
き
時
間
を

見
つ
け
て
は
、
食
堂
で
海
技
士

合
格
を
目
指
し
て
学
習
に
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

操
業
中
の
様
子

作
業
＆
学
習
！

投 縄 作 業船 内 学 習

揚 縄 作 業

冷 凍 作 業

専攻科

二
月
三
日
（
日

本

は

二

月

四

日

）
、

昼

食

を

済

ま

せ

た

後

、

揚

縄

前

（

時

13

分

）

に

、

神

20海

丸

の

安

全

操

業

と

大

漁

を

祈

願

し

た

節

分

祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
習
生
及
び
乗
組
員
全

員

が

ラ

ジ

オ

体

操

で
体
を
解
し
た
後
、

指

導

教

官

（

田

邊

先

生

）

よ

り

節

分

祭
の
説
明
が
あ
り
、

「
シ
ャ
チ
は
外
～
、

マ

グ

ロ

は

内

！

」

の

掛

け

声

で

、

船

長

の

第

一

投

に

続

い

て

、

豆

と

チ

ョ

コ

レ

ー

ト

が

作

業

甲

板

に

ま

か

れ

ま

し
た
。
実
習
生

や
乗
組
員
の
方

々
が
祈
り
の
こ
も
っ
た
豆

を
拾
っ
て
食
べ
て
い
ま
し

た
。
祈
り
が
天
に
通
じ
て

こ
の
日
は
、
２
ト
ン
の
大

漁
と
な
り
ま
し
た
。
操
業

始
め
よ
り
事
故
も
な
く
沢

山
の
マ
グ
ロ
が
釣
れ
て
い

ま
す
。
豆
ま
き
を
通
し
て
、

こ
の
状
態
が
最
後
ま
で
続

く

こ

と

を

祈

っ

て

い

ま

す
。
鬼
も
出
没
し
ま
し
た

が
、
神
海
丸
の
鬼
は
少
し

姿
が
違
う
よ
う
で
す
。

シャチは外・マグロは内！

豆まき前のラジオ体操

大 漁 ！

豆まき＆豆拾

神海鬼？？？

海
鳥
（
４
～
５
羽
）
が
マ
ス

ト
に
羽
根
休
み
に
来
ま
す
。
こ

の
鳥
達
が
作
業
甲
板
で
作
業
を

し
て
い
る
実
習
生
達
の
頭
な
ど

に
糞
を
し
て
、
か
か
る
こ
と
が

た
ま
に
あ
る
そ
う
で
す
。
２
Ｓ

Ｆ
の
吉
見
君
曰
く
「
糞
が
か
か

る
と
、
運
が
つ
い
て
良
い
こ
と

が
あ
り
、
海
技
試
験
に
合
格
す

る
そ
う
で
す
。
」
座
布
団
１
枚

あ
げ
た
く
な
り
ま
し
た
。

座布団１枚！

№３

第１投！

海鳥の糞 作業連絡海鳥

操業時程

・投縄作業 ５：３０
・朝 食（投縄班のみ）
・海洋観測 １０：００
・流し当直 ０９：３０
・昼 食 １２：４０
・掃 除 １３：２０
・冷凍作業 １３：３０
・揚縄作業①１３：３０
・夕 食 １７：３０
・揚縄作業②
・夜 食 ２２：００
（翌日の投縄作業・投縄
当直者は食べない。）

・揚作業縄③
・揚縄終了 ０１：３０




